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１ 校長及び代表者氏名 

        校 長    小岩第四中学校長  阿久津 勝利 

       代 表      学校応援団 代表  若松 美喜子 

２ 今年度の活動内容 

応援団の種類 応援団の名称 活動内容 

 

学習支援 

 

 

学習支援 

  スタッフ 

 

 

○土曜サプリメント講座における学習支援 

○個別の学習支援 

○個別の日本語学習支援 

○三年生の面接練習の補助 

 

 

 

環境整備 

 

学校整備 

  スタッフ 

 

○地域清掃の補助 

○図書室の整備 

○菊の栽培支援 

○花壇の整備 

 

 

部活動支援 

 

 

部活動支援 

  スタッフ 

 

 

○部活動の支援 

 

３ 学校応援団組織図 
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代表 

コーディネーター 

 

ＰＴＡ 
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４ 今年度の成果と今後の課題 

  ＜成果＞ 

    「学習支援」では、土曜日に行っている 

土曜サプリメント講座の指導員として、生 

徒の学習支援をすることができました。ま 

た、個別の支援の必要な生徒に対しても、 

担任の先生のお手伝いをすることができま 

した。 

 「学校整備」では、図書の増加に伴う図 

書室の整備や、玄関先の花壇を整備しまし 

た。とくに、秋には菊を栽培し、きれいな 

花を咲かせました。 

 「部活動支援」では地域に住む大学生な 

どが部活動顧問の指示のもと、お手伝いすることができました。 

 いずれの活動も学校の応援に役立ったと考えられます。 

＜課題＞ 

 昨年度と同じ程度の活動ができていますが、活動の輪があまり広がっていません。 

ボランティア登録を一層募って、活性化していきたいと思います。さらに、生徒を入れた 

取組に発展させていきたいと思います。 

  

５ 代表より   

 今年度も、ＰＴＡをはじめ、地域の皆様方にお手伝いいただきながら、「学校応援団」 

を運営することができました。学校の玄関にきれいに咲いた菊や、花壇の花を見るたび 

に、生徒や学校のためになっていると自負しています。地域の学校として、今後も見守 

り、必要に応じてお手伝いしていきたいと考えております。 

 

６ 校長より 

本校では「まちで育つ」をキャッチフレ 

ーズとして、地域ぐるみでの教育活動を展 

開しております。そのためには、地域の皆 

さまの応援が不可欠です。地域の方に生徒 

を見守っていただく中から、生徒自身も地 

域で育てられているという気持ちをもつと 

思いますので、引き続きのご支援をよろし 

くお願いいたします。 

学校整備ボランティアの支援で整備された図書室 

学校整備ボランティアの支援で整備された花壇 


